
博物館・美術館・中央図書館

3 館コラボレーション企画 絵本で読む宇宙
美術館の特別展に合わせて天文・宇宙の絵本を展示して紹介し、自由に閲覧できるようにします。

天文の絵本の読み聞かせと、その本に

関係するかんたんな工作、または宇宙シ

ミュレーターをつかった宇宙のお話をし

ます。

場所：博物館 1階　寄贈品コーナー前

時間：毎週木曜日午後1時～午後1時 30 分

＜読む絵本＞

8/7( 木 )　『星の使者 ガリレオ・ガリレイ』

8/14( 木 )　『あ、流れ星！』

8/21( 木 )　『ぼくのいまいるところ』

8/28( 木 )　『ねえ、おつきさま どうして

　　　　　　ぼくについてくるの』

関連行事
「もっと天文絵本を楽しもう」

会期：7 月 24 日（木）～ 8 月 31日（日）

時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）

　　　※ 8 月 5 日（火）～ 8 月10 日（日）は19 時まで開館延長

会場：博物館 1階　寄贈品コーナー前

開館時間延長！

夏のイブニング・ミュージアム・ウィーク　
　
8月5日（火）～ 10日（日）は入館時間を18時30分まで、開館時間を19時まで延長し、毎夕イベントを開催します。
　夕涼みがてら、ぜひお越しください。どの行事も参加自由で、定員のある行事は先着順です。

☆８月5日（火）
　17:30 ～ 18:30　「飛鳥びとの宇宙」　　　会場：講堂　　定員：50名
　　　　　　　　　　　内容：日本人の心に受けつがれる古代人の宇宙観の話　　
☆８月6日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　17:30 ～ 18:30　「コウモリの声を聞こう！」　－博物館でコウモリ観察－　集合：講堂　　定員：30名
　　　　　　　　　　　内容：専用の機械を使ってコウモリの鳴き声を聞きます。　　
☆８月7日（木）
   17:30 ～ 18:30　太陽と星の昔ばなしと紙芝居　　会場：相模の家　定員：30名
　　　　　　　　　　　内容：前半は昔ばなし、後半は宮沢賢治作『よだかの星』などの紙芝居を演じます。
☆８月8日（金）
　17:30 ～ 18:30　いろいろな虹を見てみよう　－光を虹に分ける道具・分光器を工作！－　会場：講堂　定員：30名
　　　　　　　　　　　内容：光を虹に分ける道具・分光器を工作して、いろいろな光を観察します。
☆８月9日（土）
　17:30 ～ 19:00　生命の誕生と絶滅　－宇宙と地球の中で生命を考える－　　会場：講堂　定員：50名
　　　　　　　　　　　講師：藤岡換太郎 氏（神奈川大学）　ファシリテーター：萱場うい子 氏（JAMSTEC）
　　　　　　　　　　　内容：宇宙の歴史の中で、生命はどのようにして誕生したのか。生命の存在する可能性のある天体、
☆８月10日（日）　　　　　　地球上の生命誕生の時間と空間について考え、生命の2つの大量絶滅事件の原因に迫ります。
　17:30 ～ 18:30　天道・天命・人道　－二宮尊徳の思想を考える　　会場：講堂　定員：50名
　　　　　　　　　　　内容：人と自然、社会の関係を考えた江戸時代の知性の話。
☆8月6日（水）・7日（木）・9日（土）・10日（日）
　16:00 ～ 16:50　プラネタリウム特別投影「エターナル・リターン」　　会場：プラネタリウム室　定員：７0名
　　　　　　　　　　　観覧料：200円（18歳未満・65歳以上無料）
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